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はじめに 
 
 本書は、2007 年度開講の秋田大学教育文化学部日本・アジア文化選修専門教育科目

「日本文化論Ⅳ」における沖縄フィールドワークの成果報告レポートである。この授

業は、秋田大学教育文化学部の文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム」（特色

ＧＰ）採択課題「ゲーミング・シミュレーション型授業の構築」（平成 18-20 年度、

責任教員：井門正美）の実践授業として開講したものである。 
 
 沖縄での民俗と言語に関するフィールドワークも、今回で２年目となる。今年度の

授業では、以下のように、月１回の事前学習会と合宿形式の調査計画発表会、５泊６

日のフィールドワーク、合宿形式の研究成果発表会を実施してきた。 
 

第１回学習会 ４月 13 日 ガイダンス 
第２回学習会 ５月 11 日 那覇の都市空間 
第３回学習会 ６月８日 沖縄の生活文化―社会と歴史― 

沖縄の生活文化―衣食住― 
第４回学習会 ７月６日 沖縄の生活文化―カミ― 

沖縄のことば 
第５回学習会（合宿） ７月 29 日 調査計画発表会 
第６回学習会 ８月 31 日 フィールドワーク前ミーティング 
フィールドワーク ９月２日～７日  那覇市内巡見、調査 
第７回学習会 10 月１日 フィールドワーク後ミーティング 
第８回学習会（合宿） 12 月 22 日 研究成果発表会 

 
 今年度の受講者は以下の通りである。 
 

２年次： 安部達也 遠藤綾 遠藤由基 加藤悠 嵯峨佳菜 佐々木佳子 
     柴田真希 菅野里美 滝沢宏美 武田亜沙美 戸田有希乃 
     保坂真理 山田江美 山本佑香 
オブザーバー参加： 高橋貴子（秋田大学大学院） 
          持田祐美子（秋田大学大学院） 

 
 受講者（学部学生）は、事前学習会での導入を経たのち、各自で情報収集をし、フ

ィールドワークのための調査テーマを各自で設定した。フィールドワークでは、９月

２・３日に那覇市内を巡検し、４～６日に各自の調査を実施した。この間の現地調査

で得たデータを整理し、研究成果発表会での検討を経てまとめたのが、本書Ⅰ・Ⅱ部

である。さらに、今回、授業担当者である島村・日高の「編集会議」の模様を、巻末

に掲載した。これは、各レポートの解説でもあり、この授業の実践記録でもある。ど
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のようなプロセスを経て各自のレポートが完成したのか、そして、どのようなプロセ

スを経てこの報告書の構成が決まっていったのかを記録したものである。そこで語ら

れるところであるが、結果のみならず「プロセスを記録する」ということが、本書に

通底する方法論であると考えている。 
 それと関連して、ここでは、受講者たちが経てきた事前準備のプロセスを記録して

おきたい。 
 以下は、第１回学習会のガイダンスの最後に記入してもらったアンケートの記載内

容である。質問は、「沖縄（もしくは今回のフィールドワーク）について、どのような

ことに興味がありますか」というものである。 
 

安部 達也 まだ沖縄についてのイメージがよくわかないが、沖縄の生活文化

について何か調査できたらと思っています。まだはっきりとは分

かりません。 
遠藤  綾 観光 米軍基地 歌 食べ物 
遠藤 由基 沖縄の生活 琉球空手 
加藤  悠 伝統芸能 

沖縄の昔話・伝承（伝説） 
リゾート（観光地）としての沖縄の姿（？） 

→日本・海外（同じように熱い気候のトコと（済州島とか））

の観光地と比較？ 
始祖神話 星砂 

嵯峨 佳菜 沖縄特有の生活文化とそのルーツ 
佐々木佳子 沖縄の来訪神・憑依神 ノロ制度 

日朝比較文化論の発表材料で来訪神についての本を読んで興

味を持った。 
柴田 真希 言語や文化（食事） ガラス 
菅野 里美 文化や伝統など 
滝沢 宏美 昔話 怪談 妖怪 墓 
武田亜沙美 外国からどのくらい文化の影響を受けているのか。 

言語はどうなっているのか。 
観光地都市としてどのように発展してきたのか。 

戸田有希乃 空間について 
保坂 真理 沖縄の人々の生活・文化 

とくに食文化等、酒など 
山田 江美 食 空手 
山本 佑香 自分が興味をもったテーマについて、どこまで詳しく、楽しくま

とめられるかということです。 
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 文章で書いている者が少ない。あがっているキーワードも漠然としたものが多い。

これが、まさに「出発点」であった。 
 第２回学習会では、「那覇の都市空間」について安部・滝沢・戸田が発表をした。第

３回学習会では、「沖縄の生活文化―社会と歴史―」について加藤・嵯峨・菅野、「沖

縄の生活文化―衣食住―」について遠藤（綾）・保坂・山本が発表をした。第４回学習

会では「沖縄の生活文化―カミ―」について遠藤（由）・佐々木・山田、「沖縄のこと

ば」について柴田・武田が発表をした。インターネット、文献等から情報を収集し、

それぞれのグループに与えられたテーマについて概説する発表である。５～７月のこ

うした導入を経て、第５回学習会（調査計画発表会）の前に、予備段階として提出し

てもらった調査計画が、以下のものである。 
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 その後、第５回学習会で調査計画を詳細に検討した結果、大幅な方向転換をする者

も現れた。さらに各自で事前準備を重ね、そしてついに現地調査に赴くことになる。

そこで出会った「生の沖縄」から、受講者たちは何を得たのか。さらに、現地調査を

終え、数カ月をかけて考察を進めるなかで、何が熟成されて残ったのか。それを以下

の各レポートで確かめていきたい。いずれにしろ、かれらがたどり着いたゴールは、

上にあげたそれぞれの出発点からは、決して見えてはいなかったものである。 
 なお、下記のウェブサイトに、2006 年度と今回の２カ年にわたる調査報告を掲載し

ている。あわせて参照されたい。 
 

 
http://www.ipc.akita-u.ac.jp/~hidaka/web/okinawa/ 

 
 今回も現地調査では、多くの方々のご協力を得た。個別には、それぞれの論文で謝

意を述べることとするが、ここでも記して感謝の意を表したい。 
 

２００８年３月 
 

島村恭則 
日高水穂 


